
岩槻藩の大名の特徴

岩槻藩は、表１のとおり高力家から大岡家まで、９家２４代の藩主によって統治されていました。いずれも譜

代大名で、先祖は戦国時代以来徳川家に従って武功があり、江戸幕府成立後から幕末に至るまで、幕府の最高
てんぽう

幹部に就任して幕政に参与し、転封（領地替え）する大名が多かったのが特徴です。
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岩槻藩の大名あれこれ
江戸時代、岩槻城を中心に現在の�いたま市岩槻区とその周辺地域を領域とした、岩槻藩がありました。岩槻は、

川越とともに江戸から最も近い城として重要視されていました。岩槻藩にはどんな大名がいたのでしょうか。今回は、
岩槻藩の大名とゆかりの指定文化財についてご紹介したいと思います。
（「藩」は、正式には明治時代初期の数年間に用いられた名称ですが、ここでは江戸時代の大名領を表す一般的な

通称として用いています。）

＊以下では、指定名称をゴチック体で記し、国・県と注記してあるもの以外は市指定文化財を示しています。

表１ 岩槻藩主歴代一覧

歴代 藩主名 読みがな 藩主在任期間 石高 岩槻藩主時代に就任した役職
１ 高力 清長 こうりき きよなが １５９０～１６０８（一説に１６０４） ２０，０００
２ 高力 忠房 こうりき ただふさ １６０８（一説に１６０４）～１６１９ ２０，０００ 奏者番
３ 青山 忠俊 あおやま ただとし １６１９～１６２３ ４５，０００ 老中
４ 阿部 正次 あべ まさつぐ １６２４～１６３８ ５５，０００→５６，０００→８６，０００ 奏者番→大坂城代
５ 阿部 重次 あべ しげつぐ １６３８～１６５１ ５９，０００→６９，０００→９９，０００ 老中
６ 阿部 定高 あべ さだたか １６５１～１６５９ ９３，０００→９９，０００
７ 阿部 正春 あべ まさはる １６５９～１６７１ １１５，０００
８ 阿部 正邦 あべ まさくに １６７１～１６８１ ９９，０００
９ 板倉 重種 いたくら しげたね １６８１～１６８２ ６０，０００ 老中
１０ 戸田 忠昌 とだ ただまさ １６８２～１６８６ ５１，０００ 老中
１１ 松平 忠周 まつだいら ただちか １６８６～１６９７ ４８，０００ 側用人
１２ 小笠原 長重 おがさわら ながしげ １６９７～１７１０ ５０，０００→６０，０００ 老中
１３ 小笠原 長熙 おがさわら ながひろ １７１０～１７１１ ６０，０００
１４ 永井 直敬 ながい なおひろ １７１１ ３３，０００ 若年寄
１５ 永井 尚平 ながい なおひら １７１１～１７１４ ３３，０００
１６ 永井 直陳 ながい なおのぶ １７１４～１７５６ ３３，０００ 奏者番
１７ 大岡 忠光 おおおか ただみつ １７５６～１７６０ ２０，０００ 側用人
１８ 大岡 忠喜 おおおか ただよし １７６０～１７８２ ２０，０００ 奏者番
１９ 大岡 忠要 おおおか ただとし １７８２～１７８６ ２０，０００ 奏者番
２０ 大岡 忠烈 おおおか ただやす １７８６～１７９７ ２０，０００
２１ 大岡 忠正 おおおか ただまさ １７９７～１８１６ ２０，０００
２２ 大岡 忠固 おおおか ただかた １８１６～１８５２ ２０，０００→２３，０００ 奏者番→若年寄
２３ 大岡 忠恕 おおおか ただゆき １８５２～１８６６ ２３，０００
２４ 大岡 忠貫 おおおか ただつら １８６６～１８７１（廃藩置県） ２３，０００
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※役職用語解説
そうじゃばん

奏者番………大名や旗本が将軍に対面する際、姓名を読み上げ、将軍への進物を披露したり、将軍から下さ

れる品々を伝達する役。定員２０～３０名で、幕府幹部となるための登竜門的な位置付けだった。
そばようにん ろうじゅう

側用人………将軍の側近にあって、将軍と老中の間を取り次ぐ役。将軍の信任が厚い譜代大名が１名任命

された。
おおさかじょうだい

大坂城代 …大坂城の守備をするとともに、西国の大名の動向を監視する役目を負った。譜代大名の中から

任命。
わかどしより

若年寄………老中に次ぐ幕府内の要職。定員２～６名で、譜代大名から任命され、旗本・御家人に関するこ

とを所管した。若年寄を経て老中に進む大名も多かった。

老中…………平時における幕府の最高職（臨時職として老中の上位に大老がある）。定員４～５名で譜代大名

から任命され、朝廷・公家・大名に関することのほか、外交・財政・参勤交代など幕政の主要

業務を所管した。

岩槻藩の石高の謎を解く

江戸時代、土地の生産高は検地によって決定された石高で表されていました。表１に見られるように、岩槻

藩の石高は江戸時代をとおして一定ではなく、大名によって異なっていたことがわかります。さらに、同じ大

名家でも、藩主によって石高に相違が見られます。これは、どんな事情によるのでしょうか。阿部家のケース

を例示してみます。

阿部正次
さがみのくに

１６２４年 相模国小田原藩（現在の神奈川県小田原市）から入封。 ５万５千石

１６２５年 新田１千石加増。 ５万６千石

１６２６年 大坂城代に就任。大坂周辺で３万石加増。 ８万６千石
まさずみ

岩槻藩領の支配は長男政澄が代行。

１６２８年 政澄死去（３６歳）。次男重次を後継者とする。

１６３８年 岩槻藩主を重次に譲る。８万６千石のうち、４
まさよし

万６千石を重次に、１万石を孫正令（政澄の子）

に分与。

１６４７年 大坂城代のまま死去（７９歳）。

阿部重次
しげなり

年未詳 三浦重成の養子となり、三浦重次と名乗る。のち重成に実子

が生まれて別家。３千石を領す。 ３千石

１６２８年 兄政澄死去。父正次の後継者となり、阿部姓に戻る。
いえみつ

１６３５年 将軍徳川家光の側近となって幕政に参画する。１万石加増。 １万３千石

１６３８年 父正次から４万６千石を譲られ、岩槻藩主となる。 ５万９千石

この年老中に就任。
そう ぶ ぎょう

１６４７年 上野寛永寺内東照宮の修補惣奉行となり、１万石加増。 ６万９千石

１６４８年 前年死去した父の遺領３万石を継承。 ９万９千石
じゅん し

１６５１年 将軍家光の死去に際し、殉死（５４歳）。
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阿部定高
かずさのくに

１６５１年 岩槻藩主となる。弟正春に上総国（現在の千葉県）内の新田１

万６千石（新規増加分）、従弟の正令に６千石を分与。 ９万３千石
おし ただあき

１６５５年 正令が武蔵国忍藩主（現在の埼玉県行田市）で同族の阿部忠秋

の養子となり、先に分与した６千石の返還を受ける。 ９万９千石

１６５９年 死去（２５歳）。

阿部正春
おお た き

１６５１年 兄定高から上総国の新田分１万６千石を分与され、大多喜藩

（現在の千葉県大多喜町）主となる。 １万６千石

１６５９年 兄定高が死去。定高の子の正邦が幼少のため、自分の領地も

合わせ、岩槻藩主となる。 １１万５千石

１６７１年 甥正邦に岩槻藩を譲り、再び大多喜藩に戻る。

阿部正邦

１６７１年 岩槻藩主となる。 ９万９千石
たんごのくにみや づ

１６８１年 丹後国宮津藩（現在の京都府宮津市）に９万９千石で転封。

このように阿部家の場合、石高は藩主個人の事情（将軍との親疎、就任している役職、藩主就任時の年齢、

藩主在任中の功績）などによって、それに見合った規模で変遷していることがわかります。また、領地は岩槻
しもつけのくに しもうさのくに

城周辺地域のほか、下野国（現在の栃木県）、下総国（現在の千葉県・東京都・埼玉県・茨城県の各一部）、上
おう みのくに せ っ つのくに

総国（現在の千葉県）、近江国（現在の滋賀県）、摂津国（現在の大阪府・兵庫県の一部）などに飛地が分散して

いました。

今に残る関連文化財

現在さいたま市内に残り、岩槻藩の大名に関係した主な文化財としては、初代藩主高力清長の供養塔が浄安

寺（岩槻区本町５‐１１‐４６）にあります。また、上記で紹介した阿部家の藩主のうち、岩槻藩主阿部家の墓として、

阿部正次及び定高の墓が浄国寺（岩槻区加倉１‐２５‐１）で見ることができます。このほか、大岡家の墓として、第
いえしげ

９代将軍徳川家重の側用人として名高い大岡忠光の墓が龍門寺（岩槻区日の出町９‐６７）にあります。

墓碑以外では、阿部正春が最初に鋳造し、後に永井直陳の時代に新調した時の鐘（岩槻区本町６‐２２９‐１）が有

名です。

歴代藩主の居城となった岩槻城跡（県）（岩槻区太田３丁目）には、大岡家の時代に建築された岩槻城城門（黒

門）及び岩槻城裏門が移築されており、周辺の空堀とともに昔日の面影をしのばせています。
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▲岩槻藩主阿部家の墓（左側が定高、右側が正次） ▲岩槻城城門（黒門）
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震災の復旧・復興事業は数多くの分野で実施されています。

浜通り地方の海岸には、地域の新たな防災機能を確保する観

点により、海岸防災林の植樹地帯を設ける予定となっていま

す。また、丘陵地から採取した土砂を、海岸防災林事業をは
かさ あ

じめとして、道路の嵩上げや防潮堤建設、ほ場整備などに活

用しています。こうした事業実施に先がけて、埋蔵文化財の

分布調査や試掘・確認調査を進めているところです。

今年の夏は猛暑の日差しの中での調査となりましたが、引

き続いて業務にあたってまいります。

（文化財保護課 埋蔵文化財係 主査 妹尾 聡）

●最新出土品展 開催中 見学無料

最新の発掘調査の成果を、出土品等で紹介しています。さいたま市立博物館（９月９日�～９月２１日
�）での展示を終え、今後は下記の日程で市内を巡回します（会場によって展示資料が若干変わります）。

天候などにより日程が変更することもありますので、詳しくはさいたま市のWeb ページをご覧いただくか、
文化財保護課（�８２９‐１７２３）までお問合せください。見学無料。

名 称 日 時 ・ 場 所 ・ 内 容

田島の獅子舞（市指定）
１０月５日� １５時～ 田島氷川社（桜区田島４‐１２‐１）
１６時～ 四谷稲荷社（南区四谷３‐７‐３４）
３頭の獅子が笛の音にあわせ、太鼓を打ちながら優美に舞います。

南部領辻の獅子舞（市指定）
１０月１２日� １３時～、１５時～ 鷲神社（緑区大字南部領辻２９１４）

りゅう ず

別名「竜頭の舞」。三頭の獅子による勇壮な獅子舞です。

岩槻の古式土俵入り
〔釣上地区〕（国指定）

１０月１９日� １３時１５分～ 神明社（岩槻区大字釣上２２０）
子どもたちが古くから伝わる土俵入りの型を披露します。

一山神社冬至祭（市指定）
１２月２２日� １４時～ 一山神社（中央区本町東４‐１０‐１４）

けが はら

一年間の穢れを祓い、新年の無病息災を願う火渡りを行います。
つ

指扇の餅搗き踊り（市指定）
１月１日� ０時～ 五味貝戸自治会館（西区大字指扇２９１）
曲芸風に杵を扱う「曲搗き」などを披露します。

日進餅つき踊り（市指定）
１月１日� ０時～ 日進神社（北区日進町２‐１１９４）
年明けの鐘とともに始まる餅つき踊りです。

�いたま市内指定無形民俗文化財の公開カレンダー（平成２６年１０月～平成２７年１月）

さいたま市文化財時報 《編集・発行》
�いたま市教育委員会 生涯学習部 文化財保護課
�330-9588 �いたま市浦和区常盤6丁目4番4号
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この刊行物は１，２００部作成し、１部あたりの印刷経費は４８円です。
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福島からこんにちは ～東日本大震災復旧・復興支援派遣職員レポート
（平成２６年度・第２回）～

会 場 期 間 時 間

大宮西部図書館 ギャラリー
（�６６４‐４９４６） ９月２６日�～１０月５日� ９時～２０時 ９時～１８時（土・日・祝）

月曜日休館

片柳コミュニティセンター
１階ロビー（�６８６‐８６６６） １０月７日�～１１月１６日� ９時～２１時３０分

中央図書館 （�８７１‐２１００） １１月１８日�～１２月１４日� ９時～２１時（月～金） ９時～１８時（土・日・祝）
第１・３月曜日休館

かいばまはらはた い せき

▲南相馬市原町区の萱浜原畑遺跡確認調査
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